
温度勾配が滑らかすぎる
ため温度差が生じにくい

スタックの密度：小 成功回数：多

兵庫県立加古川東高校 課題研究物理A班

熱音響現象～流動抵抗に着目して～

熱音響現象：単純な熱交換よりも高い熱交換率

エネルギー輸送 エネルギー変換
・熱の輸送の活発化 ・高温の排熱からの発電
・高温な機械の安定放熱 ・低温の排熱からの発電

目的

管内の流動抵抗を減らすことができれば
より低温での熱音響現象が可能になるのではないか

仮説

キーワード
• 熱音響現象…音波による熱と仕事の相互変換

管内のスタック両端の温度差から音波を
発生させることができる

• 流動抵抗…物体が流体（気体や液体）から受ける抵抗力
• スタック…多くの細かい平板や細管でできた熱交換器
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結果・考察
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スタックの密度：小
syou

温度差：大

加熱部の熱が冷却部に伝わりにくい

スタック両端の温度差：大 成功回数：多

流動抵抗：小 成功回数：多

空気の熱伝導率＜スチールウールの熱伝導率

流動抵抗が小さくなれば熱音響現象が起こりやすい

スタックの密度：過大 スタックの密度：過小

実験

空気の振動が阻害されて
音波にならない

流動抵抗の上限あり 流動抵抗の下限あり

・スタックの密度には上限と下限が存在すると考えられる。
→その間の理想的な詰まり具合を模索・数値化する
・より正確なデータを得る
→均一性のあるハニカムセラミックス製のスタックを用
いて実験を行う

今後の課題

図中の●は気体分子を表している熱音響現象

底
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1.スチールウール（0.20～0.90ｇで0.10g刻み）を
それぞれ7つ用意する。
2.スチールウールを同体積に調節し図の位置に
スチールウールを詰め、
濡らしたキムワイプを被せる。

3.試験管の底側を上に傾け、
スチールウールの底側部分
を加熱する。

※5分経っても鳴らない場合は終了
４．音の鳴った回数（＝成功回数）、
鳴り始めるまでの時間、
継続した時間を計測する。

1. 底に穴の開いた試験管を
用意する。

2.上記の１、2と同様。
3.試験管両側から温度計
を差し、底側に木の板を
つける。

4.上記の3と同様。
5.スチールウール両端の
温度差を測定する。

7.「第３回HAKKO熱の実験コンテスト最終報告書」山梨大学工学部応用化学科クリスタル科学研究センターゼミ
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